
❶講演会18:30～19:30
 持続可能な村づくりにつながる脱炭素社会の必要性、地域住民が実践できるゼロカーボンアクションについて、
 講師からお話を伺います。

❷グループワーク18:30～20:30
 地域の各種活動におけるゼロカーボン視点の可能性に
 ついて、グループで話し合います。

❸グループワーク結果発表・まとめ
 20:30～21:00
 各グループの討議結果を発表し、共有するとともに、講師
 より講評を行います。

この事業はサマージャンボ宝くじの収益金を活用して実施しています。
【お問合せ】赤井川村役場　総務課　田中・高松　TEL.0135-34-6211
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略歴 平成9年 ４月 北海道大学大学院工学研究科環境資源工学専攻
   廃棄物資源工学講座　廃棄物管理工学分野助手
 平成20年４月 同大学院工学研究科北方圏環境政策工学専攻助教
 平成22年４月 同大学院工学研究院環境創生工学部門准教授
 平成30年４月 同大学院工学研究院環境創生工学部門教授
公職 令和２年 ６月 2050年北海道温室効果ガス排出量実質ゼロに
   向けた懇話会委員
 令和２年 ９月 赤井川村エネルギービジョン策定委員会委員長
 令和３年 ５月 ゼロカーボン北海道推進協議会委員

● 講師：北海道大学大学院　教授　石井一英 ●

ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA
日時： 2023年11月24日（金）18:30-21:00
場所： 赤井川村健康支援センター 主催：赤井川村

お申込みはお電話、またはこちらのQRコードからお願いします。


